
音声警報装置 FVJJ002型シリーズ 取扱･施工説明書  
 

はじめに 

・音声警報装置を正しく施工していただくために、設置工事の前に、この取扱・施工説明書をよくお読みください。 

・施工後は、この取扱・施工説明書を大切に保管してください。 

・この取扱・施工説明書は、標準品について記述しています。 

・出荷状態のままAC電源を投入すると警報ブザーが鳴動しますので、すぐに予備電源を接続してください。 

・本機は火災受信機と接続することによって、音声警報を行うことができます。 

音声警報装置の設置場所 

故障や誤作動を防ぐため、本機は次のような場所に設置してください。 

・直接日光があたらない所、暖房やボイラーなどからの熱風が直接あたらない所。 

・水滴、蒸気、ほこり、腐食性ガスなどがかからない所。 

・振動の少ない所。 

・周囲に操作上支障となる障害物のない所。 

・常に人がいて、様子を確かめられる所。 

・周囲温度が0℃～40℃の所。 

注意
電源はAC100V専用です。接続前に入力電圧を確認してください。AC100V以外の電源は、
絶対に接続しないでください。故障の原因となります。

注意
電源(AC100V)接続時は、感電防止のため、ブレーカーを遮断してから作業を行ってください。
電源端子に設けてあるカバーは接続終了後、元通りに取り付けてください。

注意
ヒューズは必ず決められた容量、指定の仕様のものを使用してください。
それ以外のものを使用した場合は、故障、発火の原因となります。

注意
予備電源を取り付けるとき、電源をショートさせないように注意してください。
やけどの恐れがあります。

注意
予備電源の接続は、＋・－を絶対間違わないようにしてください。
予備電源を発熱･破裂させる原因になります。

注意
各端子への外線接続は、所定の定格容量･極性に従って正しく行ってください。
誤った場合は、故障や発火の原因となります。

注意
アースを確実に接続してください。
接続しないと、漏電時に感電の恐れがあります。

注意
濡れた手で音声警報装置の内部に触れないでください。
感電の恐れがあります。

 

注意

予備電源は寿命部品になりますので、定期交換推奨年数の5年で定期交換してください。

 

注意
音声警報装置は、その重量に十分耐えうるように、また転倒しないように強固に取り付けてください。
安易な取り付けは脱落･転倒の恐れがあります。

注意
キャビネットに直接穴をあける場合は、切り屑が回路部に入り込まないよう、十分に注意してください。
ショートや故障の原因となります。

 
･FVJJ002-B1-20C120Wの場合 

①キャビネット取付金具をアンカーボルト(M8)または同等品で壁面に取り付けてください。 

床面からの取り付け高さは、下図に示す範囲内にしてください。 

②取付金具にキャビネットを引っ掛けて、取付金具とキャビネットを固定してください。 

･FVJJ002-R-5C15W,10C30W,15C30Wの場合 

①キャビネットをアンカーボルト(M6)または同等品で壁面に取り付けてください。 

床面からの取り付け高さは、下図に示す範囲内にしてください。 

 

取付寸法詳細図FVJJ002-R-5C15W,10C30W,15C30W取付寸法詳細図FVJJ002-B1-20C120W
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操作パネルの機能説明 
 

予備電源 注意音響

モ ニ タ 音量

交 流 電 源

予 備 電 源

異 常

ス イ ッ チ 注意

２
３

１
OFF

停 止試 験

注意音響停止ス イ ッ チ

予備電源試験ス イ ッ チ

交流電源灯

予備電源灯

異常灯

ス イ ッ チ 注意灯

ブ ザー
ノ ン ロ ッ ク式（黒）

ノ ン ロ ッ ク（照光）式（赤）
（赤）

（橙）

（緑）

（緑 ）

モ ニ タ ース ピ ーカ ー 音響穴

モニター音量切替スイッチ

 
 1)モニタースピーカー：作動時の警報音をモニターできます。 

 2)交流電源灯(LED：緑)：交流電源動作時(平常時)に点灯し、予備電源動作時(停電時)には消灯します。 

 3)予備電源灯(LED：緑)：予備電源動作時(停電時)に点灯します。予備電源の異常時に点滅します。 

予備電源試験時に正常な場合は点灯、異常の場合は点滅します。 

 4)異常灯(LED：橙)：異常発生時に点滅します。 

予備電源異常(予備電池脱落,予備電池電圧異常)、スピーカー短絡(スピーカー短絡検出設定時) 

ヒューズ断、メモリ書き込み異常。 

5)スイッチ注意灯(LED：赤)：注意音響停止スイッチ操作時、設定モード中に点滅します。 

6)予備電源試験スイッチ(ノンロック、黒) 

スイッチが押されている間、予備電源試験を行います。(最大15秒間) 

15秒以上押し続けると、予備電源試験は強制終了されます。 

  予備電源動作時(停電時)、音声警報作動時は、予備電源試験はできません。 

 7)注意音響停止スイッチ（照光式ノンロック、橙・LED：赤） 

  注意音響(異常時)を停止します。停止中はスイッチのLEDが点灯します。 

 8)モニター音量切替スイッチ：モニターの音量をOFF及び3段階に調整できます。 

 9)ブザー：注意音響(異常時)を鳴動します。 

0TN51821
 

 

 

回線数の設定スイッチ(内部制御基板) 

注意

注意

回線数を誤って設定しないよう、十分注意してください。誤った場合、その回線は正しい音声出力、
異常検出が行われません。

FVJJ002-R型シリーズは工場出荷時に各回線仕様の設定となっています。
回線数の設定はできませんので設定を変更しないで下さい。

 
工場出荷時の各回線数設定は右図の通りです。 

 

 

 

 

設定に使用する表示及びキー(内部制御基板) 

入力回線 音声No. 出力回線

１０

９

８

７

６

５

４

３

２

１

２０

１９

１８

１７

１６

１５

１４

１３

１２

１１

１０１００ １

音声No.設定 出力回線

※１

※２

 
                図はFVJJ002-B1-20C120Wの例です。 

100/10/1スイッチ   :  音声フレーズ設定モード時に、100/10/1の位の選択を行います。（※1） 

設定スイッチ        :  各設定時における割り当ての決定、入力回線No.の切替えを行います。 

音声No.スイッチ    :  音声フレーズ設定モードへの切替えや音声フレーズの選択を行います。 

出力回線スイッチ  :  出力回線設定モードへの切替えや出力回線の選択を行います。(※2) 

※1：100の位の7セグ表示器および100スイッチはFVJJ002-R型シリーズ(5/10/15回線)にはありません。 

※2：FVJJ002-R型シリーズ(5/10/15回線)の出力回線LEDは縦1列に並んでいます 

スピーカー出力マトリクス／音声フレーズ設定方法 

注意 スピーカー出力マトリクス／音声フレーズを誤って設定しないよう、十分に注意して
ください。誤って設定した場合、正しい音声出力・異常監視が行えませんので、
設定終了後、必ず作動試験を実施してください。

 
(1)マトリクス設定モード 

① 警報が作動していないノーマルモード(待機中)で、「設定スイッチ」を5秒以上押し続けることでマトリクス設定 

モードになります。マトリクス設定モードでは盤面のスイッチ注意灯が点滅し(マトリクス設定モード中継続）、 

7セグ表示器に“000”または“00”が表示されます。以降、点滅：   点灯：  で表現 

②「設定スイッチ」を押して設定する入力回線を選択します。「設定スイッチ」を繰り返し押すことにより、 

7セグ表示器に表示される入力回線No.が0から最終回線まで進み、再度0から最終回線までを繰り返します。 

例)00→1→2→3→・・・→18→19→20(※3)→00→1→2→3→・・・ 

※3：FVJJ002-R型シリーズ(5/10/15回線時)では、ディップスイッチ(S5)で設定された回線数(5/10/15)までが 

表示されます。7セグ表示器に表示される入力回線に対して、現在マトリクス設定されている出力回線LEDが 

点灯します。 

③入力回線No.が表示された状態で「出力回線スイッチ」を押すと、出力回線設定モード(④～⑦参照)に、 

「音声No.スイッチ」を押すと音声メッセージ設定モード(⑧～⑪参照)に入ります。 

･出力回線設定モードの場合は、出力回線1のLEDが点滅します。 

･音声メッセージ設定モードの場合は、7セグ表示器に現在設定されている発生場所音声1の音声フレーズNo.が 

表示されます。 
入力回線 音声No. 出力回線

１０

９

８

７

６

５

４

３

２

１

２０

１９

１８

１７

１６

１５

１４

１３

１２

１１

１０１００ １

音声No.設定 出力回線

５秒以上押す

 

入力回線 音声No. 出力回線

１０

９

８

７

６

５

４

３

２

１

２０

１９

１８

１７

１６

１５

１４

１３

１２

１１

１０１００ １

音声No.設定 出力回線

押すたびに入力回線
No.が繰り上がる

 

入力回線 音声No. 出力回線

１０

９

８

７

６

５

４

３

２

１

２０

１９

１８

１７

１６

１５

１４

１３

１２

１１

１０１００ １

音声No.設定 出力回線

設定モードへ

出力回線スイッチ

設定モードへ

音声メッセージ

 
①の表示部            ②の表示部             ③の表示部   

 

 (2)出力回線設定モード 

④「出力回線スイッチ」を押して、設定する出力回線を選択します。選択した出力回線のLEDが点滅します。 

⑤「設定スイッチ」を押すことで選択した回線の出力が有効となります。既に有効となっている出力回線を選択 

して「設定スイッチ」を押すと、回線の出力は無効となります。 

⑥「出力回線スイッチ」を押して、次の出力回線を選択することで前の出力回線の状態を点灯(有効)／消灯(無効) 

により確認することができます。 

⑦ 上記の④と⑤の操作を繰り返し、入力回線に対する全出力回線マトリクスを設定します。設定終了後は出力回線 

LEDが設定値を表示しているとき(LEDの点滅が無いとき)に「設定スイッチ」を押すと自動的に入力回線選択 

(②)に戻ります。（設定終了時は⑫の操作に進んでください。）もしくは、「音声No.スイッチ」を押すことで 

現在設定中の入力回線に対する音声メッセージ設定モード(⑧)に切り替わります。 

入力回線 音声No. 出力回線

１０

９

８

７

６

５

４

３

２

１

２０

１９

１８

１７

１６

１５

１４

１３

１２

１１

１０１００ １

音声No.設定 出力回線

出力回線
を選択

  

入力回線 音声No. 出力回線

１０

９

８

７

６

５

４

３

２

１

２０

１９

１８

１７

１６

１５

１４

１３

１２

１１

１０１００ １

音声No.設定 出力回線

選択中の出力回線を
有効化／無効化

  

入力回線 音声No. 出力回線

１０

９

８

７

６

５

４

３

２

１

２０

１９

１８

１７

１６

１５

１４

１３

１２

１１

１０１００ １

音声No.設定 出力回線

次の出力回線を選択すると
次の出力回線が点滅
前の出力回線は点灯/消灯

 
④の表示部             ⑤の表示部              ⑥の表示部   

 

 (3)音声メッセージ設定モード 

⑧「100スイッチ」、「10スイッチ」、「1スイッチ」を押して、発生場所音声1の音声フレーズNo.を選択します。 

「設定スイッチ」を操作して、発生場所音声1を決定します。 

(音声フレーズについては「発生場所音声の内容」の章を参照願います。) 

⑨ 続いて7セグ表示器に現在設定されている発生場所音声2の音声フレーズNo.が表示されます。 

⑩「100スイッチ」、「10スイッチ」、「1スイッチ」を押して、発生場所音声2の音声フレーズNo.を選択します。 

「設定スイッチ」を操作して、発生場所音声2を決定します。 

⑪ 自動的に入力回線選択(②)に戻るので、各入力回線に対して上記⑧～⑩の設定を行います。 

(設定終了時は⑫の操作に進んでください。) 

 

(4)設定内容の書き込み／マトリクス設定モードの終了 

⑫ 上記の操作により全ての入力回線の出力回線マトリクス、音声メッセージ設定が終了した時点で「設定スイッチ」 

を押して、7セグ表示器を“000”表示(FVJJ002-R型シリーズ(5/10/15回線)は“00”表示)にします。 

この状態で「設定スイッチ」を5秒以上押すことで、設定されたデータがメモリに書き込まれ、マトリクス設定 

モードを終了しノーマルモード(待機中)に戻ります。 

メモリに書き込むことが出来なかった場合は7セグ表示器に“999”を表示(FVJJ002-R型シリーズ(5/10/15回線) 

は“99”表示)して盤面の異常灯が点滅し、注意音(警報ブザー)が鳴動します。 

⑬ 設定動作中に出火階信号(階別移報信号)と火災受信機からのBKC-BKF信号(地区音響鳴動信号)、またはBKC-BA 

信号(地区音響一斉鳴動信号)を受信したときは、設定中のデータは全て無効となり強制的に設定モードを終了 

して音声警報メッセージを出力します。 
入力回線 音声No. 出力回線

１０

９

８

７

６

５

４

３

２

１

２０

１９

１８

１７

１６

１５

１４

１３

１２

１１

１０１００ １

音声No.設定 出力回線

発生場所音声１の
音声フレーズNo.を
選択

音声フレーズ決定

 

入力回線 音声No. 出力回線

１０

９

８

７

６

５

４

３

２

１

２０

１９

１８

１７

１６

１５

１４

１３

１２

１１

１０１００ １

音声No.設定 出力回線

発生場所音声２の
音声フレーズNo.を
選択

音声フレーズ決定

 

入力回線 音声No. 出力回線

１０

９

８

７

６

５

４

３

２

１

２０

１９

１８

１７

１６

１５

１４

１３

１２

１１

１０１００ １

音声No.設定 出力回線

･正常書き込み後は消灯

･書き込み異常時は“９９９”表示

･表示が“０００”になるまで何度か押す

･５秒以上押すことで書き込み

 
⑧の表示部              ⑩の表示部                ⑫の表示部   

 

 

安全上のご注意 

「寿命部品」定期交換のお願い 

取付方法 

1 2 回線数 

ON OFF  5回線 

OFF ON 10回線 

OFF OFF 15回線 



[補足]設定内容の初期化(工場出荷時設定) 

「設定スイッチ」を押しながら電源を投入すると、スピーカー出力マトリクス／音声フレーズは工場出荷時の 

設定に戻ります。(入出力回線が1対1、発生場所音声1に音声フレーズNo.が1から順番に設定済) 

(注)工場出荷時設定に戻す時以外は「設定スイッチ」を押しながら電源投入しないでください。 

既に登録されたデータが初期化されます。 

発生場所音声の内容 

音声フレーズ No.と音声警報メッセージ 

 「火事です。火事です。(＊1)(＊2)で火災が発生しました。安全を確認の上避難してください。」 

 ・設定時に 7セグ表示器に表示される発生場所音声 1(＊1)、発生場所音声 2(＊2)の音声№の内容は 

次の表の様に割り当てられています。 

表 1.FVJJ002-R型シリーズ(5/10/15回線)15W,30W 

Ｎｏ． 音声 Ｎｏ． 音声 Ｎｏ． 音声 Ｎｏ． 音声 

００ なし １０ １０階 ２０ ２０階 ３０ ３０階 

０１ １階 １１ １１階 ２１ ２１階 ３１ 地下２階 

０２ ２階 １２ １２階 ２２ ２２階 ３２ 地下１階 

０３ ３階 １３ １３階 ２３ ２３階 ３３ 階段 

０４ ４階 １４ １４階 ２４ ２４階 ３４ エレベーター 

０５ ５階 １５ １５階 ２５ ２５階 ３５ 集会室 

０６ ６階 １６ １６階 ２６ ２６階 ３６ 駐車場 

０７ ７階 １７ １７階 ２７ ２７階 ３７ 電気室 

０８ ８階 １８ １８階 ２８ ２８階 ３８ 機械室 

０９ ９階 １９ １９階 ２９ ２９階 ３９ 倉庫 

 

 表 2.FVJJ002-B1-20C120W(20回線) 

Ｎｏ． 音声 Ｎｏ． 音声 Ｎｏ． 音声 

００ なし ４１ ４１階 ８２ 電気室 

０１ １階 ４２ ４２階 ８３ 塔屋 

０２ ２階 ４３ ４３階 ８４ アトリウム 

０３ ３階 ４４ ４４階 ８５ エントランスホール 

０４ ４階 ４５ ４５階 ８６ 駐車場 

０５ ５階 ４６ ４６階 ８７ 駐輪場 

０６ ６階 ４７ ４７階 ８８ この近所 

０７ ７階 ４８ ４８階 ８９ この付近 

０８ ８階 ４９ ４９階 ９０ カーリフト 

０９ ９階 ５０ ５０階 ９１ ピット 

１０ １０階 ５１ ５１階 ９２ 廊下 

１１ １１階 ５２ ５２階 ９３ ロビー 

１２ １２階 ５３ ５３階 ９４ 倉庫 

１３ １３階 ５４ ５４階 ９５ シャフト 

１４ １４階 ５５ ５５階 ９６ 共用室 

１５ １５階 ５６ 地下階 ９７ 店舗 

１６ １６階 ５７ 地下３階 ９８ 東 

１７ １７階 ５８ 地下４階 ９９ 西 

１８ １８階 ５９ 地下５階 １００ 南 

１９ １９階 ６０ 塔屋階 １０１ 北 

２０ ２０階 ６１ 非常エレベーター １０２ Ａ 

２１ ２１階 ６２ 非常エレベーターホール １０３ Ｂ 

２２ ２２階 ６３ エレベーター １０４ Ｃ 

２３ ２３階 ６４ エレベーターシャフト １０５ Ｄ 

２４ ２４階 ６５ エレベーター昇降路 １０６ Ｅ 

２５ ２５階 ６６ エレベーターホール １０７ Ｆ 

２６ ２６階 ６７ 管理室 １０８ Ｇ 

２７ ２７階 ６８ 管理人室 １０９ Ｈ 

２８ ２８階 ６９ 機械室 １１０ Ｒ 

２９ ２９階 ７０ キッズルーム １１１ 階段 

３０ ３０階 ７１ 共用部 １１２ 階段室 

３１ ３１階 ７２ 警備室 １１３ 階段付近 

３２ ３２階 ７３ 娯楽室 １１４ 地下１階 

３３ ３３階 ７４ 集会室 １１５ 地下２階 

３４ ３４階 ７５ 集会場 １１６ 地階 

３５ ３５階 ７６ 多目的ホール １１７ 屋上 

３６ ３６階 ７７ トランクルーム １１８ 地下 

３７ ３７階 ７８ トレーニングルーム １１９ 階 

３８ ３８階 ７９ 防災センター １２０ ゴミ置き場 

３９ ３９階 ８０ ポンプ室 １２１ 発電機室 

４０ ４０階 ８１ レクレーションルーム １２２ 受水槽室 

(注)＊1,＊2が不要の場合は、音声フレーズ No.００を選択して下さい。 
 

 

 

(1)発生場所音声1の音声フレーズNo.および出力回線割り当て設定の確認方法 

①ノーマルモード(待機中)の時に「設定スイッチ」を押しながら「音声No.スイッチ」を押すと、スイッチ注意 

灯が点滅し設定内容表示モード1(発生場所音声1の音声フレーズNo.と出力回線の割り当て表示)に入ります。 

②最初に入力回線灯の点灯とともに入力回線No.の“1”を7セグ表示器に2秒間表示し、0.5秒間のブランク 

表示(無表示)のあとに、音声No.灯が点灯し割り当てられている発生場所音声1の音声フレーズNo.を7セグ 

表示器に割り当てられている出力回線を出力回線LEDに2秒間同時に表示。これを入力回線No.20(※4)まで 

繰り返します。終了時にはスイッチ注意灯を消灯し、ノーマルモード(待機中)に戻ります。 

※4：FVJJ002-R型シリーズ(5/10/15回線)では、ディップスイッチ(S5)で設定された回線数(5/10/15)まで 

    が表示されます。 

 
③設定内容表示中に出火階信号(階別移報信号)と火災受信機からのBKC-BKF信号(地区音響鳴動信号)、または 

BKC-BA信号(地区音響一斉鳴動信号)を受信したときは、強制的に設定内容表示モード1を終了し音声警報 

メッセージを出力します。 
 

(2)発生場所音声2の音声フレーズNo.および出力回線割り当て設定の確認方法(表示例は発生場所音声1と同様) 

①ノーマルモード(待機中)の時に「設定スイッチ」を押しながら「出力回線スイッチ」を押すと、スイッチ注意 

灯が点滅し設定内容表示モード2(発生場所音声2の音声フレーズNo.と出力回線の割り当て表示)に入ります。 

②最初に入力回線灯の点灯とともに入力回線No.の“1”を7セグ表示器に2秒間表示し、0.5秒間のブランク表示 

(無表示)のあとに、音声No.灯が点灯し割り当てられている発生場所音声2の音声フレーズNo.を7セグ表示器に、 

割り当てられている出力回線を出力回線LEDに2秒間同時に表示。これを入力回線No.20(※4)まで繰り返します。 

終了時にはスイッチ注意灯を消灯し、ノーマルモード(待機中)に戻ります。 

※4：FVJJ002-R型シリーズ(5/10/15回線)では、ディップスイッチ(S5)で設定された回線数(5/10/15)まで 

が表示されます。 

③設定内容表示中に出火階信号(階別移報信号)と火災受信機からのBKC-BKF信号(地区音響鳴動信号)、または 

BKC-BA信号(地区音響一斉鳴動信号)を受信したときは、強制的に設定内容表示モード2を終了して音声警報 

メッセージを出力します。 

 

本設定により、スピーカー回線の短絡検出機能をON/OFFできます。工場出荷時設定はOFFとなっています。 

(注)本機能を有効とする場合、配線抵抗を含めた直流抵抗が250Ω以上となるスピーカーを接続する必要があります。 

①ノーマルモード(待機中)の時に「出力回線スイッチ」を5秒以上押し続けると、スイッチ注意灯を点滅させて 

スピーカー短絡検出設定モードに入ります。 

②現在の設定が7セグ表示器に表示されます。“0”(短絡検出機能OFF)または“1”(短絡検出機能ON)を表します。 

③「設定スイッチ」を押して、“0”(OFF)または“1”(ON)を選択します。 

④「出力回線スイッチ」を5秒以上押すと、スイッチ注意灯が消灯し、7セグ表示器に表示されている設定を 

メモリに書き込み、ノーマルモード(待機中)に戻ります。メモリに書き込むことが出来なかった場合は、 

7セグ表示器に“999”を表示(FVJJ002-R型シリーズ(5/10/15回線)は“99”表示)して盤面の異常灯が点滅し、 

注意音(警報ブザー)が鳴動します。 

⑤設定動作中に出火階信号(階別移報信号)と火災受信機からのBKC-BKF信号(地区音響鳴動信号)、またはBKC-BA 

信号(地区音響一斉鳴動信号)を受信したときは、設定中のデータは無効となり強制的に設定モードを終了して 

音声警報メッセージを出力します。 
 

機能動作 

①通常は階別無電圧信号と火災受信機からのBKC-BKF信号(地区音響鳴動)とBKC-BA信号(地区音響一斉鳴動)を監視 

しています。階別無電圧信号とBKC-BKF信号またはBKC-BA信号を受信した時に、火災発生と判断してマトリックス 

設定に応じた各スピーカー出力回線の出力回線LEDを点灯させて、音声警報メッセージを出力します。 

②階別無電圧信号とBKC-BKF信号およびBKC-BA信号を受信したときは、マトリックス設定で割り当てられている全ての 

スピーカー回線の出力回線LEDを点灯させて、音声警報メッセージを出力します。 

③階別無電圧信号のみで、BKC-BKF信号またはBKC-BA信号を受信できないときは、音声警報メッセージは各スピーカー

からは出力されません。(モニタースピーカーのみの鳴動となります。) 

④スピーカー回線の短絡またはヒューズの断線が発生している回線からは、音声メッセージは鳴動できません。 

短絡時、ヒューズ断線時は、異常灯と短絡、ヒューズ断線が発生している出力回線LEDを点滅し、注意音響 

(警報ブザー)を鳴動します。 

⑤異常発生時には、異常出力接点(TRA-TRC)をONします。 

火 災 受 信 機 音 声 警 報 装 置

電 源 入 力

Ａ Ｃ １ ０ ０ Ｖ

P 1

P 2

E C

E L 1

E L 2 0

T R A

T R C

B K F ( + )

B K C ( - )

B A ( + )

B K C ( - )

異 常 接 点 出 力

異 常 接 点 コ モ ン

地 区 音 響 鳴 動

地 区 音 響 一 斉 鳴 動

階 別 移 報 コ モ ン

階 別 移 報 １ 入 力

階 別 移 報 ２ ０ 入 力

C 1

N 1

C 2 0

N 2 0

回 線 １ ス ピ ー カ ー 出 力

回 線 ２ ０ ス ピ ー カ ー 出 力

E ア ー ス

( * )

B K F ( + )

B K C ( - )

B A ( + )

B K C ( - )

■FVJJ002-R型シリーズ(5/10/15回線)の場合
・5C15W：階別移報1～5入力,回線1～5スピーカー出力(1～5回線)
・10C30W：階別移報1～10入力,回線1～10スピーカー出力(1～10回線)
・15C30W：階別移報1～15入力,回線1～15スピーカー出力(1～15回線)

＊上記はFAPJ104/105/202シリーズ受信機などの接続例です。
　 受信機により地区音響端子名称および極性が異なります。
   受信機と音声警報装置の極性を合わせて接続して下さい。

■FVJJ002-B1-20C120W(20回線)の場合

･
･
･
･
･
･

･
･
･
･
･
･

階
別
無
電
圧
信
号

 

[受信機地区音響出力との接続先] 

注意
FAP120/121/128/129/232シリーズ受信機、FCS120/121/128/129シリーズ受信機に
接続する場合は以下の表を参照して誤接続しないよう注意してください。

 

音声警報装置側端

子名称 
色 

FAPJ/FCSJ104シリーズ 

FAPJ/FCSJ105シリーズ 

進P、進PⅡ受信機側の端子名称 

FAP120/121/128/129/232シリーズ受信機、 

FCS120/121/128/129シリーズ受信機 

受信機側の端子名称 

BKF 赤 BKF BC 

BKC 青 BKC BF 

BA 赤 BA BC 

BKC 青 BKC BA 

FAPJ/FCSJ104シリーズ、FAPJ/FCSJ105シリーズ受信機での地区音響出力の極性変更に伴い、 

端子名称が従来機種から変更となりました。 

      

型名 FVJJ002-R-5C15W FVJJ002-R-10C30W FVJJ002-R-15C30W FVJJ002-B1-20C120W 

電源 AC100V±10％ 50/60Hz 

消費電流 約600mA 約1100mA 約4A 

消費電力 
監視時：約30VA  

作動時：約63VA 

監視時：約29VA  

作動時：約120VA 

監視時：約17VA 

 作動時：約380VA 

予備電源 
密閉型蓄電池内蔵  

DC24V 0.9Ah 

密閉型蓄電池内蔵 

 DC24V 1.2Ah 

密閉型蓄電池内蔵 

 DC24V 4.0Ah 

階別信号入力 
5系統 

(無電圧接点入力) 

10系統 

(無電圧接点入力) 

15系統 

(無電圧接点入力) 

20系統 

(無電圧接点入力) 

スピーカー出力 

(MAX) 

5系統 

1W:15個 3W: 5個 

10系統 

1W:30個 3W:10個 

15系統 

1W:30個 3W:10個 

20系統 

1W:120個 3W: 40個 

スピーカー仕様 
定格入力：3W/1W、定格インピーダンス：3.3kΩ/10kΩ 

音圧：92dB/W/m、種類：L級、直流抵抗250Ω以上(短絡検出機能ありの場合) 

1系統(1回線)あたりの 

スピーカー接続個数 

短絡検出あり:3個 

短絡検出なし:5個(3W)/15個(1W) 

スピーカー配線抵抗値 30Ω,0.1μF以下 

アンプ最大出力 
15W 

(定格電圧：AC100V) 

30W 

(定格電圧：AC100V) 

120W 

(定格電圧：AC100V) 

ACヒューズ 2A 3A 6.3A(耐ラッシュ) 

DCヒューズ 3A 5A 10A(即断型) 

出力ヒューズ 0.1A 0.3A 0.3A 

使用温度範囲 0～40℃ ただし結露無きこと 

質量 約18kg 約35kg 

 

 

設定内容の確認 

スピーカー短絡検出設定方法 

接続図 

接続条件･定格 

 

 

 

(下段左へ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


